
地 下 埋 設 管 調 査

 ●音響探査法

　　　発信部より埋設管内の水に信号音波を伝播

　　させ、その信号音波を受信し埋設管の位置を

　　探知します。

 ●地中レーダ探査法

　　　電磁波を地中に向けて放射し、土と電気的

　　性質の異なる物質からの反射波を受信するこ

　　とにより探知します。

 ●電磁誘導法

　　　埋設管に磁界を発生させ、その磁界による

　　交番磁界信号を２対の指向性の持ったコイル

　　アンテナにより探知します。

調査結果図

概要

　本調査は、非破壊工法にて地下埋設管の位置・深さを調査します。

　路面を掘削しませんので、交通規制・掘削後の路面管理・費用面等の問題が改善されます。

特徴
　１．地下埋設管の位置・深さ・管路調査に。
　　　（水道、ガス、ケーブル等）

　２．金属、非金属(塩ビ管等)関係なく
　　　調査できます。

　３．その他地下埋設物も探知できる場合が
　　　あります。

　４．探査データを解析の上、調査結果を
　　　もとに図面を作成し、報告します。

調査データ【地中レーダ探査法】
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探査結果

　　調査により得られたデータを解析して、

　異常箇所には副測線を設け、精密調査を実

　施して危険度の判定、面的な広がり等を解

　析して報告書に作成します。

　　又、影響調査では事前と事後のデータを

　比較して影響度を判定します。

性能

　調査数量1,000m／1日

　調査深度3.0m

路 床 下 空 洞 調 査

概要

　　工事による周辺地盤への影響調査及び自然災害による被害調査等に、非破壊工法として

　地中レーダ探査法が採用されています。道路上でアンテナを移動させるだけで路床下の地

　盤状況をカラーデータとして断面的に把握することができます。

調査状況 異常箇所データ例

適用

　路床下空洞調査

　地中障害物調査

　遺跡遺構調査
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